
中央教育審議会は，「新しい時代にふさわ

しい教育基本法と教育振興基本計画の在り

方」について，３月，文部科学大臣に答申し

た。具体的な改正の方向として，「職業生活

との関連の明確化」を，新たに規定する理念

の一つとして取り上げている。その中で，次

の事項を指摘している。

a 職業は，一人ひとりの人生生活において

重要な位置を占めており，人は働くことの

喜びを通じて生きがいを感じ，社会とのつ

ながりを実感することができる。

b しかし，経済構造が変化する中，価値観

の多様化が進んでおり，職業観・勤労観の

育成が，これまでにも増して必要となって

きている。

c また，若者の就職難が恒常化したり，年

齢を問わず転職が一般化する中で，やり直

しが可能となるための必要な専門的知識や

技能を身に付けることが強く求められるよ

うになってきている。

d さらに，我が国を支えてきた「ものづく

り」の衰退が懸念される中で，その技術や

能力を尊重する重要性が指摘されている。

e また，女性の人生における職業の位置付

けも変化してしてきている。

１．中央教育審議会答申を読んで
f このため，これからの学校教育において

は，子どもに的確な職業観・勤労観や職業

に関する知識・技能を身に付けさせるとと

もに，自己の個性を理解し，主体的に進路

を選択する能力や態度をはぐくむための教

育の充実に努めることが重要である。

g また，社会においても，生涯にわたり職

業にかかわる学習機会を充実していくこと

が重要である。

ところで，中教審は，昨年１１月の中間報告

でも，経済構造の変化や価値観の多様化が進

む中で，自分の就きたい職業を見いだせない

子どもが増えており，職業観・勤労観の育成

が，これまでにも増して必要となってきてい

ることを指摘している。

また，中間報告は，一人ひとりの多様な才

能を開花させ，社会のさまざまな分野で活躍

する創造的な人材を育成していくことが重要

であるとしている。そのためには，職業観・

勤労感の育成とともに，各人に備わった個性

や才能を伸ばす教育を実現する必要があり，

具体的な施策として，将来の生き方や職業を

主体的に選択・決定できるようにするための

キャリア教育の充実を図る必要があると指摘

している。

このように，ものづくりの技術や能力を尊

重することの重要性が，理念として取り上げ

られたことは，私たち工業教育に携わる者に
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とって大変心強い。ぜひ，基本計

画に盛り込んでいただきたい。

また，時を同じくして，文部科

学省は，キャリア教育の推進に向

け，協力者会議を発足させた。子ど

もたちの発達段階に応じた，キャ

リア教育の推進方策を期待したい。

学習指導要領の総則では，「自

ら学び考える力の育成」と「個性

２．工業高校における職業観・勤労観の

育成―ものづくり教育を通して―

し，各地区大会及び都道府県大会

が盛大に開催され，ものづくりの

裾野が大きく広がってきている。

こうして，ものづくりを通して，

職業に関する知識・技術・技能の

修得を図り，望ましい職業観・勤

労観を育成したい。

これからも，工業高校の充実・

振興を図るとともに，国民のもの

づくりへの関心を高め，技術・技

能を尊重する社会的機運の醸成を

図りたい。

図１，２は，第２回コンテスト

２

を生かす教育の充実」を掲げ，「望ましい勤

労観・職業観の育成」を教育課程の編成方針

にあげている。

文部科学省の調査では，平成１５年３月高等

学校卒業者の就職内定率は，８６.７％である。

学科別では，工業科が９３.１％と最も高い。地

域差はあるものの，工業科が高い内定率を維

持しているのは，工業高校が一貫してものづ

くり教育を大切にし，教育活動全体を通じて，

職業観・勤労観の育成に努めてきている結果

であると考える。

全国工業高等学校長協会では，我が国の持

続的発展を維持するために，産業を支える技

術・技能水準の向上を図るとともに，若年技

術・技能労働者を確保し，育成することが急

務であると考え，高校生ものづくりコンテス

ト全国大会を開催し，今年度は第３回を迎え

る。

今年度は東京と札幌で開催される。旋盤作

業など５種目は東京で，木材加工など２種目

は全国産業教育フェア北海道大会で競技が行

われる。

ものづくりコンテストが，名実ともに全国

大会へと発展してきた。全国大会出場を目指

図２　ものづくりコンテスト（木材加工）

図１　ものづくりコンテスト（旋盤作業）



の様子である。

学習指導要領では，教育課程の実施に当た

って，a学校の教育活動全体を通じて，個々

の生徒の特性等の的確な把握に努め，その伸

張を図ること。また，・・（略）・・現在及

び将来の生き方を考え行動する態度や能力を

育成することができるよう，ガイダンスの機

能の充実を図ること，b生徒が自己の在り方

生き方を考え，主体的に進路を選択すること

ができるよう，計画的・組織的な進路指導を

行うこと，などに配慮するものとしている。

このように，在り方生き方教育が，今次教

育改革の重要な視点に位置づけられている。

すなわち，これまでの指導が，卒業学年での

就職斡旋や上級学校への進学指導に傾斜しが

ちな実態に対して，改善を図ることがねらい

である。

全国の工業系学科に学ぶ高校生は，高度な

国家資格を取得したり，全工協会の検定試験

に合格するなど，優れた活躍をしている。工

業系学科の生徒が，目的意識をもって意欲的

に学習に取り組むことを促すうえで，生徒が

身に付けた知識・技術・技能を評価すること

が重要であると考え，全工協会では，平成１

３年度から「ジュニアマイスター顕彰制度」

を制定した。

「ジュニアマイスター顕彰制度」は，在学

中に取得した職業資格や技術・技能検定の合

格実績を得点化し，３０点以上に「ジュニアマ

イスターシルバー」の称号を贈り，さらに，

その中から，特に優れた生徒に「ジュニアマ

イスターゴールド」の称号を贈るものである。

１００種類の資格・検定と，５０種類のコンク

ール等を認定の対象としている。取得資格や

３．工業高校における在り方生き方指導

―資格取得指導を通して―

入賞内容によって，Ｓ，Ａ‐Ｆの七つに区分

し，Ｓの３０点からＦの１点まで得点化してい

る。

平成１３年度は，約１,０００名が「ゴールド」，

約３,３００名が「シルバー」に認定された。全

国３６万人の工業高校生の内，約１.２％の生徒

が認定された。平成１４年度は，約１,３００名が

「ゴールド」，約３,８００名が「シルバー」に認

定された。

まだ，本制度は３年目であるが，企業や大

学から，ぜひ採用・入学をといった声が学校

に届いている。いっそう，社会的周知を図る

よう努力したい。

生徒が自己の個性や適性を理解し，資格取

得や検定試験合格を目指すことにより，主体

的な進路選択能力を身に付け，将来の進路先

での自己実現が図れるよう援助していきたい。

新規高卒者を取り巻く就職環境は，厳しい。

望ましい職業観・勤労観を育て，就職内定率

を高めるために，適性検査，工場見学，企業

訪問，先輩・企業人の体験講話，インターン

シップ，進路相談など，学年進行に応じた計

画的な進路指導を進めている。

また，市民講師を招聘し，スペシャリスト

から専門的な知識・技術を学ぶとともに，社

会人・職業人としての生き方を学び，職業の

世界の現実を理解させている。

一方，遅刻・欠席，マナーなど，基本的生

活習慣を身に付けさせるとともに，資格取得

や部活動への積極参加などを，ホームルーム

活動を中心に指導している。

これからも，工業高校では，ものづくりや

資格取得指導を通して，望ましい職業観・勤

労観及び職業に関する知識や技能を身に付け

させるとともに，自己の個性を理解し，主体

的に進路を選択する能力・態度を育てるキャ

リア育成の取り組みを進め，人間としての在

り方生き方の指導の充実を図っていきたい。

３



今春，私は，発明協会主催の「全日本学生

児童発明くふう展」の審査委員として，子ど

もたちの素晴らしいアイディア・創造力と出

会う機会があった。小学生・中学生・高校生

と進むに従い，作品の完成度は高くなるが，

宇宙旅行などの小学校低学年の作品ほど夢が

あった。

元文部大臣・有馬朗人氏は，「教育で感性

は伸びる。感性を育てるには，本物に触れる

体験・経験が大切である。」と述べている。

有馬氏は，中学校時代の旋盤の体験で物を作

ることの素晴らしさと勘の大切さを学ばれ

た。「勘はなるべく早いうちに教育すべきで

ある。職業教育，専門教育は中学校からやる

べきである。日本人が得意とする勘を，若い

うちから磨いておくことは，２１世紀において

日本が活力をもつ一つの方策である。」と指

摘している。

全工協会では，工業教育の発展のためのよ

き工業人の育成を図り，工業高校生の感性・

創造性を育てるため，今年度，「技術・アイ

ディアコンテスト」を立ち上げることとした。

柔軟な発想を持ち，優れたアイディアをも

った生徒の作品発表を期待したい。そして，

工業高校生から，実用新案・特許認定の取れ

るような製品開発を期待したいと考えている。

５月の全国工業高等学校長協会総会で，デ

ーターベース管理ソフトの最先端を行く日本

オラクル社長・新宅正明氏から「日本オラク

ルの経営戦略と人材育成」と題して講演をい

ただいた。

５．活躍する工業高校生

４．工業高校生の感性・創造力を高める

―技術・アイディアコンテスト―

講演依頼の際，新宅社長は，初め，「高等

専門学校出身者は入社しているかもしれない

が，工業高校生はどうかな」とおっしゃって

いた。しかし，講演の冒頭で，現役で活躍す

る工業高校卒業生が，インタビューに応じて

いる自社製作のビデオで見せていただき，感

激した。

新宅社長は，普通高校を卒業した社員に高

校時代体験したことを書かせても，部活動の

他に２～３行ほどしか書くことがないが，工

業高校卒業生は，実験・実習を通したものづ

くりや資格取得など，記載事項が一杯ある。

幅広い体験を，いろいろしていることがよく

わかると，工業高校卒業生を評価されていた。

これまで，日本の発展を支えてきたのは製

造業であり，世界最高レベルの豊かさをもた

らしてくれた。この製造業を支えてきたのが，

工業高校を卒業して，現場で創意工夫を凝ら

して活躍している技術者・技能者である。

これからも，日本の持続的発展を維持する

ためには，ものづくりの付加価値を高める技

術・技能水準の向上を目指し，若年技術・技

能者を育成することが重要である。

ものづくりコンテストや，ジュニアマイス

ター顕彰などで活躍した学校・生徒に対し

て，企業・大学から，採用・募集の連絡が届

いていると聞く。先日，全工協会にも，大手

自動車メーカーから，定期採用の求人票送付

高校の選定にあたり，「ものづくりコンテス

ト」参加校を，大きな基準としたい旨の連絡

があった。

出口保障・開拓，これこそ，私たちが取り

組んでいる事業の目的である。これからも，

インターネットなどにより，工業高校生の活

躍の様子及び全工協会の事業を社会へ発信し

て，工業高校に対する社会的評価を高めてい

きたい。

４



バブル経済の崩壊以降，経済の長期低迷の

中，産業・就業構造は，急速に変貌している。

また，外国への生産移転，工場の統廃合が進

み，国内製造業の空洞化が一段と加速し，雇

用への不安が広がっている。特に，新規高卒

者の就職が，極めて難しい状況となっている。

新規高卒者は，「基礎学力が不足し，早期

離職率が高い。また，就職に対する心構え，

意識に弱さが見られる。」など，社会から厳

しい指摘を受けている。

このような状況の中で，生徒には，より一

層基礎学力を充実させ，社会常識を身に付け

させることが大切である。

先日，経済同友会は，若年者の職業観の欠

如などの現状を打破するために，企業側の取

り組みとして，「ジョブ・シャドウウイング」

の創設を提言した。これは，中学生・高校生

が一日中，興味のある職業人に密着して，仕

事に触れるものである。

ものづくりを通して，望ましい職業観・勤

労観を育成し，製造業に携わる若者をいかに

育てるかが，今後の工業教育の重要な課題で

ある。

ところで，全工協会総会で講演をいただい

た有馬元文部大臣，新宅日本オラクル社長が，

そろって指摘していたのが，工業高校生の英

語力の育成の必要性である。外国人と意思の

疎通が図れる語学力を，身に付けることが課

題である。

新学習指導要領では，各学科における基礎

科目として，「工業技術英語」を取り上げて

いる。今回の改訂では，国際化の進展に対応

し，会議に必要な会話実践，プレゼンテーシ

ョンの方法，情報通信ネットワークを利用し

た部品の注文や説明文などの学習を取り入

６．今後の工業教育の課題
れ，より実際的な知識と能力を高めるように，

内容を改善した。今後は，多くの学校で「工

業技術英語」が開設されることを願う。

また，全工協会では，国際化推進事業の一

環として，毎年７月，オーストラリアのアデ

レード市へ，語学研修のために生徒２０名を派

遣している。大自然の中で異文化に触れ，ホ

ストファミリーとの温かい心の交流を通し

て，思いやりと広い心を育むことを目的とし

ている。若い時の異文化体験は，教育上大き

な意義があり，今後も充実させ，継続したい

事業である。

平成１１年３月の「ものづくり基盤技術振興

基本法」の制定以後，工業立国日本の復活を

目指し，政府をはじめ，あらゆる関係機関で，

ものづくりの大切さが叫ばれ，具体的な方策

が進められている。

全工協会でも，ものづくり基本法を追い風

と受け止め，高校生ものづくりコンテスト全

国大会を立ち上げ，今年度，３回目を迎える。

文部科学省，厚生労働省，経済産業省，国土

交通省，農林水産省など，多くの省庁，関係

機関から，あたたかいご支援をいただいてい

る。

今年度は，これまでの実績が評価され，５

省庁から七つの大臣表彰をいただくことがで

きた。関係省庁に，あつく御礼申しあげたい。

また，ジュニアマイスター顕彰制度につい

ても，「ジュニアマイスター」の商標が，商

標原簿に登録され，特許庁長官から証書が届

いた。全工協会の「ジュニアマイスター顕彰」

が，社会的に認知されたわけである。

今後は，両事業に対して，国家レベルの制

度上・財政上のご支援をお願いしたいところ

である。

７．おわりに

５



また全国工業高等学校長協会では，全国工

業教育理念検討委員会を立ち上げ，中長期的

な視点から，工業教育・工業高校の在り方を

検討していく考えである。

株式会社デンソー副社長・岡部弘氏は，

「日本企業の活路は，いいものをつくること。

日本にしかできないものをつくること。」と

説いている。デンソーでは，中卒者を採用し，

手厚い技術教育を施し，ものづくりの専門家

を育てている。今でも，技能五輪の製造業部

門では，多くの金メダルを獲得している。

これからも，工業高校の充実・振興を図り，

国民のものづくりへの関心を高め，技術・技

能を尊重する社会的機運の醸成を図りたい。

工業高校の素晴らしさ，魅力を社会へアピ

ールし，普通科志向の幻想を払拭したい。

６


